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日本共産党高知県議団ニュース 

〇（写真左より）第 44 回高知県高等学校総合文化祭（高文祭）が開催されていました。若い感性による素晴ら

しい作品がたくさん！軽音祭では元気なロック演奏も聴かせていただきました。高校卒業してもこうした文化活

動をずっと続けてほしいなあと思ったところです。 

〇17 日、“ガザに平和を！”「全国いっせいの凧あげ企画」（ガザ・沖縄連帯集会実行委員会）が鏡川河畔で

行われました。ガザやウクライナは今も戦火が絶えることなく多くの市民が犠牲になっています。先日放映され

た NNN ドキュメントでは、キティちゃんでおなじみのサンリオの会長さん（96 歳）は悲惨な戦争体験から、

「みんな仲良く」をモットーに会社を起し、戦争反対のメッセージを子どもたちに、世界に発信し続けていま

す。キティちゃんに口がないのは「平和・仲良く」する事を行動で表すためだということを初めて知りました。 

〇17 日、県民体育館で第 41 回スポーツレクリエーション大会が開催され、初めて見学させていただきまし

た。フォークダンスのほかラウンドダンスやスクエアダンスなど珍しいダンスでしたが、みなさん楽しそうに踊

っておられました♪男性が少ないのが少し淋しいですねー。 

●11 月 10 日、共産党県後援会主催ソフトボール大会があり、「港南・東部ピンクソックス」というチームで

参加。２連敗！という結果でしたが、秋晴れの下、世代間交流もでき楽しかったです♪ 

●11 月 25 日（月）18:30～20:00「なんでも相談会」を介良事務所で開催します。＊要予約です 

細木りょうの“まいゆう日誌” 

はみだしヴォイス 11月 19日は「国際男性デー」でした。、「女子解放は即ち男子解放で、肩の軽くなるのは女子でなくむしろ男子で

ある」と 120年前に「女性解放論」を説いたのは土佐の思想家田岡嶺雲。男女格差の是正を 4度も勧告された日本、遅れています。  

「介護現場におけるハラスメントについて」 

日本共産党県議団は、辻真美さん（高知県立大学社会福

祉学部講師）を講師に、上記についての学習会を行いまし

た。介護現場は低賃金など処遇改善の遅れや慢性的な人手

不足、国の実態無視の介護報酬引き下げにより休業や廃業

などが広がっています。介護の仕事はやりがいのあるクリ

エイティブな仕事であるものの、ハラスメントが発生しや

すい現場であることも離職の要因と考えられています。 

講師の辻さんは現役のヘルパーでもあり、実態調査など

通じ、介護現場でのセクハラやパワハラの深刻な実態を学

術論文として発表されています。 

必要なサービスを受けることができる持続可能な介護保

険制度にするためにも、ハラスメント根絶や処遇改善、ヘ

ルパーさんの地位向上に取り組む必要性を感じました。 

 

  

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            

 

 

 

 

 

県庁の働き方改革 

スマートオフィス訪問しました 

 県庁 5 階の商工労働部は部内の３課をワンフロア

にし、デスクは日替わり、書類は机にほとんどなく

電子決裁などペーパーレスをすすめ、固定電話は撤

去しスマホ利用など、働き方改革を行っています。

在宅での仕事も推奨し、育休や介護休暇取得が増

え、残業代は激減しているそうです。今後は、危機

管理部などもレイアウト変更予定とのことです。 
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